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がおこなわれているのみで、その後のフォローはない。Bertrand Tavernier, « Rencontre avec Richard 
Fleischer », Cahiers du cinéma 186 (janvier, 1967), 16. 
3 サリスは、「殿堂入り[pantheon directors]」、「楽園の彼方[the far side of paradise]」、「意味深長な奥






リア全体に対する酷評の姿勢を明確に示している。Andrew Sarris, The American Cinema: Directors 
and Directions 1929-1968 (New York: E.P. Dutton & Co., 1968), 189, 191-192. 






























7 Bourgoin, Richard Fleischer, 20-21. 
8 蓮實重彥「ドン・シーゲルとリチャード・フライシャー、または混濁と透明」『映像の詩学』(筑摩書
房、1979)、131-151。初出は『映画芸術』23巻4号 (1975) : 71-75。黒沢清・蓮實重彥「リチャード・
フライシャー追悼」黒沢清『恐怖の対談̶̶映画のもっとこわい話』(青土社、2008)、195-229。 
9 Chris Fujiwara, “See No Evil,” See No Evil, directed by Richard Fleischer (1971; London: 




















1948)、『静かについてこい』(Follow Me Quietly, 1949)、『その女を殺せ』（Narrow Margin, 
1952）といった犯罪活劇の佳作を監督する11。父親マックス・フライシャーの宿敵ウォルト・
ディズニーのもとで監督し、ヒットとなった『海底二万哩』(20000 Leagues Under the Sea, 
1954)の手腕が評価され、以降は 20世紀 FOXで『恐怖の土曜日』(Violent Saturday, 1955)、
『夢去りぬ』(The Girl in the Red Velvet Swing, 1955)、『ならず者部隊』(Between Heaven 
and Hell, 1956)、『フォート・ブロックの決斗』(These Thousand Hills, 1959)、『強迫／ロ
ープ殺人事件』(Compulsion, 1959)、『鏡の中の犯罪』(Crack in the Mirror, 1960)、『栄光







11 ほかにも、Trapped (1949)、『カモ』(The Clay Pigeon, 1949)、『札束無情』(Armored Car 
Robbery, 1950)、ジョン・ファローの後を継いで監督した『替え玉殺人事件』(His Kind of 
Woman, 1951)といった犯罪ものを手がけている。また、初監督長篇のChild of Divorce (1946)を
はじめ、Banjo (1947)、『ニューヨーク大騒動』(So This Is New York, 1948)、Make Mine 
Laughs (1949)といったメロドラマやコメディも監督している。さらに、『その女を殺せ』を最後
にRKOを去ってから『海底二万哩』を撮るまでの間に、コメディ作品The Happy Time (1952)を
スタンリー・クレイマー・プロダクションで、当時流行した3Dを駆使した西部劇『ロデオの英
雄』(Arena, 1953)をMGMで撮ることになる。なお、初期の作品のなかには “Richard O. 
Fleischer” の名義を用いているものもある。 
12 なお、フライシャーはこの間に独立プロダクションで『叛逆者の群れ』(Bandido, 1956)、ヨーロッパの














知との遭遇』（Close Encounters of the Third Kind, 1977）によってブロックバスター体制
が確立した 1970年代中盤だ。 
 このふたつの節目は、それぞれ映画産業における変革を表している。第 2 節で詳しく論
じるように、社会的状況の変化にともなうコードの廃止およびレイティング制の導入は、暴
力描写の過激化に拍車をかけることになった。映画史的に「ニュー・ハリウッド[New 







ェイが監督し『アラスカ魂』(North to Alaska, 1960)として完成することになる。Richard Fleischer, 
Just Tell Me When to Cry: Encounters with the Greats, Near-greats and Ingrates of Hollywood 
(New York: Carroll & Graf Publishers, 1993), 9-26. 
14 未完に終わったプロジェクトについては、以下を参照。Fleischer, Just Tell Me When to Cry, 226-







Frank Miller, Censored Hollywood: Sex, Sin, & Violence on Screen (Atlanta: Turner Pub., 1994), 182-209. 
17 Derek Nystrom,“The New Hollywood,” in The Wiley-Blackwell History of American Film, vol.3, eds. 

































ム[family-oriented disaster movies]」の制作へと方向転換を迫られることになる。Peter Krämer, The 




前を挙げることもできるだろう。Robert Sklar, Movie-made America: A Cultural History of American 




19 Nystrom,“The New Hollywood,” 411. 
20 Andrew Britton “Blissing Out: The Politics of Reaganite Entertainment,” in Britton on Film, ed. Barry 








 フライシャーの次作『絞殺魔』（The Boston Strangler, 1968）はプロダクション・コー
ドが崩壊していく渦中、1968 年 10 月 16 日に公開された。その後フライシャーは『ゲバ
ラ！』（Che!, 1969）を撮り、『トラ！トラ！トラ！』（Tora! Tora! Tora!, 1970）のアメリカ
側の監督を任される。それから、イギリスに渡って『10番街の殺人』（10 Rillington Place, 
1971）と『見えない恐怖』（See No Evil, 1971）を、スペインで『ラスト・ラン』（The Last 
Run, 1971）を撮る。その後、アメリカに戻って『センチュリアン』（The New Centurions, 
1972）、『ソイレント・グリーン』（Soylent Green, 1973）、『ザ・ファミリー』（The Don Is 
Dead, 1973）、『マジェスティック』（Mr. Majestyk, 1974）、『スパイクス・ギャング』（The 















New Hollywood,” 410-411. 

















ィ』（Ashanti, 1979）、『ジャズ・シンガー』（The Jazz Singer, 1980）、『ザ・ファイト』（Tough 
Enough, 1982）、『悪魔の棲む家 PART3』（Amityville 3-D, 1983）、『キング・オブ・デスト
ロイヤー／コナン PART2』（Conan the Destroyer, 1984）、『レッドソニア』（Red Sonja, 
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28 Justin Wyatt, High Concept: Movies and Marketing in Hollywood (Austin: University of Texas 
Press, 1994). Thomas Schatz, “The New Hollywood,” in Film Theory Goes to the Movies, eds. Jim 




























Design, and Social Effects,” in Screening Violence, ed. Stephen Prince (New Brunswick, NJ: 
Rutgers University Press, 2000), 13. 
30 James Kendrick, Film Violence: History, Ideology, Genre (London: Wallflower Press, 2009), 102. 
















































ないような特性を見出していく。Jay Beck, Designing Sound: Audiovisual Aesthetics in 1970s 
American Cinema (New Brunswick: Rutgers University Press, 2016), 7-8. 

































36 Kendrick, Film Violence, 5. 
37 プリンスは、例としてエドウィン・S・ポーターの『大列車強盗』(The Great Train Robbery, 1903) 
で、機関士（最初は人間が演じているが、ジョルジュ・メリエス的な編集を用いたトリックによって
途中で人形に入れ替わる）が殴打された末に列車から投げ棄てられるシーンや、終盤の強盗たちが撃
たれるシーンを挙げている。Prince, “Graphic Violence,” 2. 
38 J. David Slocum, “Introduction: Violence and American Cinema: Notes for an Investigation,” in 
































Hollywood Bloodshed: Violence in 1980s American Cinema (Carbondale: Southern Illinois 




たものとしては、以下を参照。Susan Jeffords, Hard Bodies: Hollywood Masculinity in the Reagan 
Era (New Brunswick: Rutgers University Press, 1994). 
 
 13 
This is America（1943）や Flicker Flashbacks（1943-48）といったニュース映画の短編を





















41 Design for Death の上映プリントが現存しているかどうかは不明だが、脚本から概ねその内容を知る
ことができる。ひとことで言えば、第二次世界大戦の写真やフッテージなどにナレーションをかぶせ
て、敵国日本がいかにしてファシズム国家になったのかという経緯を、歴史・宗教・慣習など様々な
観点からユーモラスに解説していく作品である。Theodor S. Geisel and Helen Palmer, “Design for 
Death,” 23 May 1947, script, Box 2, Folder 5, Richard Fleischer papers, Special Collection, 
Margaret Herrick Library, Los Angeles, CA. 












































































































51 Linda Williams, “Film Bodies: Gender, Genre, and Excess,” Film Quarterly 44, no.4 (Summer 1991), 



































53 Shaviro, The Cinematic Body, 52. 
54 「主体と客体のあいだの距離は、ただちに撤廃され、計り知れないものになる」。Shaviro, The 
Cinematic Body, 47. 
55 中村秀之「シネマの身体̶̶三つのたとえ話」『映像と身体̶̶新しいアレンジメントに向けて』立教
大学映像身体学科編 (せりか書房、2008)、148-155。 
56 テクストの機能としての観客を論じたニック・ブラウンの古典的な論文を参照。Nick Browne, “The 





























る。なお、項目の順序は論述の都合上並べ替えてある。Stephen Heath, Questions of Cinema 
(London: Macmillan, 1981), 178-84. 
58 Cynthia Baron and Sharon Marie Carnicke, Reframing Screen Performance (Ann Arbor: 
University of Michigan Press, 2008), 63. 
59 ヴォイチクが挙げているのは『スクリーン』誌を中心に展開されたクリスチャン・メッツやジャン＝
ルイ・ボードリーなどの議論である。Pamera Robertson Wojcik, “General Introduction,” in Movie 
Acting: The Film Reader, ed. Pamera Robertson Wojcik (New York: Routledge, 2004), 2-6. 
60 厳密にいえば「演技[acting]」と「パフォーマンス[performance]」は同義ではない。むしろ、前者は後者
に含まれる概念である。演技的ではない顕れ方、すなわち「非-演技[not-acting]」というパフォーマンス
も存在する。Baron and Carnicke, Reframing Screen Performance, 63. なお、ジェームズ・ネアモア
は、映画における演技を学術的に扱った先駆的な著作で、演技をする身体の在り方と演技をしない身体
の在り方が同一画面内で提示される例としてチャールズ・チャップリンが出演した『ヴェニスの子供自
動車競走』(Kid Auto Races at Venice, 1914) について論じている。James Naremore, Acting in the 


























深い配列になる」。Siegfried Kracauer, Theory of Film: The Redemption of Physical Reality (New 







局、2012)、70。(Stanley Cavell, The World Viewed: Reflections on the Ontology of Film, Enlarged 
ed. (London: Harvard University Press, 1979), 37.) なお、原書の初版は1971年。 







































体から切り離された状態にある声のことである。Michel Chion, La voix au cinéma (Paris: Editions de 
l'Etoile, 1982), 29-39. 
68 Robert Spadoni, Uncanny Bodies: The Coming of Sound Film and the Origins of the Horror Genre 








(Gilles Deleuze, L’Image-temps : cinéma 2 (Paris: Les Éditions de Minuit, 1985), 328.) 
69 ヒースの分類によれば、「一連の物語的述部の動作主」となって行為の達成に応じて「個別化された




ード」を出現させた。Beck, Designing Sound, 11-17. また、チャールズ・シュレーガーは70年代後半
のドルビー・システムの台頭へと至るこうした変革を「第二次サウンド革命」と呼んだ。Charles 
Schreger, “Altman, Dolby, and the Second Sound Revolution,” in Film Sound: Theory and Practice, 

























































































































































































6 Vivian C. Sobchack, “No Lies: Direct Cinema as Rape,” Journal of the University Film Association 
29, no.4 (Fall 1977): 14. 
7 Nicole Hahn Rafter and Michelle Brown, Criminology Goes to the Movies: Crime Theory and 
Popular Culture (New York: New York University Press, 2011), 63. 
8 Renate Lippert, „Panisches Töten: Psychohorrorfilme der 60er Jahre,” Frauen und Film, no.49 
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1.  スター・イメージとデサルヴォ像 
 








Like It Hot, 1959）では船長のふりをしてマリリン・モンローを口説いているし、『成功の
甘き香り』（Sweet Smell of Success, 1957）ではバーバラ・ニコルズを自身の目的達成の
ための道具にしている。また、役柄の印象に留まらず、彼はスクリーンの外においてもプ









10 Heath, Questions of Cinema, 181. 
11 カーティスはジャネット・リー、クリスティーネ・カウフマンをはじめ計 6人の女性と結婚してい
る。その自伝には他にも、たとえばナタリー・ウッドとの情事の記録が綴られている。Tony Curtis 
and Peter Golenbock, American Prince: A Memoir (New York: Harmony Books, 2008), 253. 





























13 テレビ・ドキュメンタリー “Backstory”における発言。US版 BDに収録。 





15 Curtis and Golenbock, American Prince, 268-269. 
16 116分の本編において 60分 15秒頃。 






















「緑の男（green man）」として、清掃員の格好をして同様の犯罪を行い、1964年 5月 6
日に起訴された。絞殺魔事件は、これら 2つの活動期間の絶え間に発生した（最初の殺害






年 10月 16日に「成人観客向け」（Suggested for Mature Audiences）映画として公開さ
れた22。公開翌日、『ニューヨーク・タイムズ』紙の映画批評家レナータ・アドラーは、批
 






照。Prince, “Graphic Violence in the Cinema,” 6-7. なお、レイティング制への完全移行は 1968年 11






























23 Renata Adler, “Screen: ‘The Boston Strangler’ Opens,” New York Times, October 17, 1968, 52. 
24 Arthur Mayer, “‘Boston Strangler’ —and ‘Barbarella’,” New York Times, November 10, 1968, 11. 
25 フランク『絞殺』、439。 





2.  不可視の動作主と主体化のメカニズム 
 




























28 Heath, Questions of Cinema, 179-180. 







































































“Curtis to Play Strangler,” New York Times, October 19, 1967, 56. なお、ビデオ普及以前である公
開当時においては、たとえ違和感として知覚されたとしてもこのような細部は確認しづらく、なかな
か言説化されるものではなかったということは留意しておくべきだろう。 





























34 Chion, La voix au cinéma, 129. 
35 「ボス」は、バウム博士の録音された声を持つとされながら、画面上には一度も現れない「完全なア
クースメートル」である。Chion, La voix au cinéma, 41-51. 
36 動作主は必ずしも画面上で示される必要はなく、不可視でもありうる。また、人間である必要もない。











3.  可視化の暴力と身振り 
 























39 撮影監督のリチャード・H・クラインによる発言。“Real Killer, Fake Nose,” US版 BDに収録。 


































日のリンカーン』（Young Mr. Lincoln, 1939）などアメリカの良心的人物を演じながらも、他方でア
ルフレッド・ヒッチコックの『間違えられた男』（The Wrong Man, 1956）で、無実を主張しながら
も強盗犯に見えてしまう主人公を演じており、単に善良な正義漢ではない錯綜したイメージを持って
いる。また、『絞殺魔』と同年の『ウエスタン』（Once Upon a Time in the West, 1968）では黒い帽
子の悪役を演じている。 
43 Heath, Questions of Cinema, 183.  

































































を運んだと発言している。“Real Killer, Fake Nose,” US版 BDに収録。 


















































































































































2 Chion, La voix au cinéma, 38. 
3 Spadoni, Uncanny Bodies, 8-30. 
4 撮影は 1970年の 5月から 7月にかけてイギリスで行われた。イギリス公開が 1971年 1月、アメリカ

























き、その「現実的で社会的なリアリズム [gritty social realism] 7」を評価している。また、
アントニー・ロバート・アーンショウは、映画のなかでイギリスのシリアル・キラーがど
のように表象されてきたかを考察した学位論文において、この映画ではクリスティの犯罪




5 L・ケネディ『処刑された被害者——リリントン・プレース殺人事件』新庄哲夫訳 (新潮社、1961)。 
6 Emma L. Jones and Neil Pemberton, “Ten Rillington Place and the Changing Politics of Abortion 
in Modern Britain,” The Historical Journal 57, no.4 (2014): 1107. 




























8 Anthony Robert Earnshaw, “Taboo: Why Are Real-life British Serial Killers Rarely Represented on 
Film?” (Master’s thesis, Sheffield Hallam University, 2017), 97. 
9 Schreger, “Altman,” 348. 
10 事件の発生から 50年経過していなければならないという法律が 30年に短縮された。さらに、この映
画は死刑制度反対を描いているという名目で特別の許可を与えられた。Sheilah Graham, “10 































撮影だという。Judy Geeson, Lem Dobbs and Nick Redman, “Audio Commentary,” 10 Rillington 
Place, directed by Richard Fleischer (1971; London: Powerhouse Films Ltd., 2016), Blu-ray. 当時
の『ニューヨーク・タイムズ』紙のレビューでは、「実際の人々の描写のように見せられた俳優たち
や、室内用便器から法廷に至るすべてにおいて、あらゆる種類の真正性でもって作られている」と、
キャラクターたちや美術の本当らしさが評価されている。Vincent Canby, “Screen: A Portrait of 
John Christie, the Murderer,” New York Times, May 13, 1971, 52. なお、フライシャーは取り扱う
人々を綿密にリサーチし、舞台となる環境や場所の使い方を充分に理解したうえで映画に持ち込んだ
という。Richard Attenborough, “Sir Richard Attenborough Interview,” 10 Rillington Place, 




Fleischer, “Don’t Throw Them Away,” Films and Filming 17, no.3 (1970): 20-25. 
























































 加えて重要なのは、最終的にはコロンビアの製作になる『10番街の殺人』は、当初は CBS 
Films が製作し、ジョゼフ・ロージーが監督、ジェームズ・メイソンとダーク・ボガード
が主演して作られる予定だったという事実だ20。なるほど、冤罪で絞首刑になる寸前の息









17 Beck, Designing Sound, 15. 
18 無論、ベックもそうしているように、ラジオ・マイクやアフレコを用いたクロース・マイキングの効
果に関しては個々の作品の具体的な使用法に即して考察すべきである。Beck, Designing Sound, 16-
17, 61. 
19 Schreger, “Altman,” 348. 
20 “Dozier, Shpetner To Make Feature For CBS Films,” Daily Variety, March 26, 1968, 1. 































22 Beck, Designing Sound, 16.  
23 Michel Chion, La toile trouée (Paris: Editions de l'Etoile, 1988), 98. また、角井誠は、『素晴らしき



































ではない存在として演じたと語っている。John Hurt, “Audio Commentary,” 10 Rillington Place, 
directed by Richard Fleischer (1971; London: Powerhouse Films Ltd., 2016), Blu-ray. 実際、公開
当時のレビューでもエヴァンズは「読み書きの補習が必要なだけのまったく普通の男」に見えると書
































26 こうした不安定な重心は、「瀬戸際の俳優 [an actor on the edge]」と評されるジョン・ハート特有の
身体性でもある。Michael Norman, “Always in Character: His Pained Look Has Been Perfect for 







































































運転しているときに聞こえる声であり、後者がノーマンの母親の声だとされる。Chion, La voix au 
cinéma, 55-56. 
28 Chion, La voix au cinéma, 56. 
29 Davina Quinlivan, The Place of Breath in Cinema (Edinburgh: Edinburgh University Press, 
2012), 6. 




































らく、彼自身の断罪を確信して、その両方の状態で」と記してもいる。Robert Cettl, Serial Killer 
Cinema: An Analytical Filmography with an Introduction (Jefferson, NC: McFarland & Co., 





























シーンの空間設計について鋭い感性を発揮している。Robert Fischer, “Being Beryl,” 10 Rillington 
Place, directed by Richard Fleischer (1971; London: Powerhouse Films Ltd., 2016), Blu-ray. 
36 Thirza Wakefield, “The House of Death,” 10 Rillington Place, directed by Richard Fleischer (1971; 





がある。David Nathan, John Hurt: An Actor’s Progress (London: W.H. Allen, 1986), 150. このシー
ンに関して、バーバラ・クリードはエイリアンがケインの「腹[stomach]」から出てくることに着目
している。Barbara Creed, “Alien and the Monstrous-Feminine,” in Alien Zone: Cultural Theory 









































































































けを集めた動画がアップされている。“The Many Deaths of John Hurt,” August 11, 2012, Youtube 
video, 4:30, Accessed October 19, 2020, https://www.youtube.com/watch?v=kHk-ooDV2HE. 
41 たとえば、どこか預言者的なキャラクターである『天国の門』のビリーは、「すべての肉体は草であ
る、悲しい、悲しい[All flesh is glass, sad, sad…]」という、旧約聖書・イザヤ書を引用した台詞を

























































においては映画作品と文学作品を同列に論じている。Mieke Bal, Narratology: Introduction to the Theory 
of Narrative, 2nd ed., trans. Christine Van Boheemen (Toronto: University of Toronto Press, 1997), 115. 
2 Rick Altman, A Theory of Narrative (New York: Columbia University Press, 2008), 12-15. また、バ
ルも継起や同一性に着目し、「反復、蓄積、ほかのキャラクターとの関係、変化」がキャラクターのイ
メージを構成するために作用する４つの原理だと述べている。Bal, Narratology, 126. 






























児・武田潔・斉藤綾子編 (フィルムアート社、1999)、14-31。（Jean-Pierre Oudart « La suture », 
Cahiers du cinéma 211 (Avril, 1969), 36-39; 212 (Mai, 1969), 50-55.） 
6 Jacques-Alain Miller, « La suture (Elements de la logique du signifiant) », Cahiers pour l’analyse 1 
(1966), 37-49. 
7 作品分析にあたっては日本版 DVDおよび Powerhouse Filmsから発売されているイギリス版ブルー






り重要だとは思われないため、ここでは両者を同一の作品として扱い、分析には See No Evil本編の
映像を用いる。 





























ことがわかる。なお、撮影監督はジェリー・フィッシャーである。Bourgoin, Richard Fleischer, 110. 
10 George Melly, “Films,” Observer, September 26, 1971, 34. 
11 William B. Collins, “‘See No Evil’ Stars Mia at Theater 1812: Thriller Guaranteed to Make You 
Twitch,” Philadelphia Inquirer, October 7, 1971, 18.  
12 Peter Hutchings, “‘I'm the Girl He Wants to Kill’: The ‘Women in Peril’ Thriller in 1970s British 
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Classical Film (Berlin: Mouton Publishers, 1984), 103-108. 






























だの「移行 [transition]」、ショット Bにおける「基点[from point]」と「対象[object]」という５つの
要素によって示される空間と時間が、６つ目の要素である「キャラクター [character]」という主体
の現前とその正常な意識に帰せられることで、視点ショットは成立するとされる。 
17 Branigan, Point of View in the Cinema, 108. なお、「正常な意識」ではない「特別な知覚の状態」
を表すショットは、泥酔や眩暈といった状態を示す「知覚ショット[perception shot]」として分類さ
れている。 
18 Branigan, Point of View in the Cinema, 104. なお、ブラニガンによれば「感覚をもつ観察者」は人
間や生物には限定されない。『ジョーズ』（Jaws, 1975）の鮫や『鬼軍曹ザック』（The Steel Helmet, 

























































2.  ジャッコという存在 
 

























う。「あらゆる迷宮は、顔をめぐるひとつの不安、ひとつの謎を示している」。Pascal Bonitzer, Le 
































27 Fujiwara, “See No Evil,” 6. 





































かもしれないと」。Gordon Gow, “Blind Terror”, Monthly Film Bulletin (November 1971): 60.   

































34 Heath, Questions of Cinema, 90. 
35 ウダールのテクストにおいては「生身の観客とテクストの機能としての観客の区別がついていない」
という指摘がある。George Butte, “Suture and the Narration of Subjectivity in Film,” Poetics 
Today 29, no.2 (June, 2008), 280. だが、本章はあくまで観客をテクストの機能ととらえる。なお、
テクストの機能としての観客を論じたニック・ブラウンの古典的な論文も、ウダールの議論を起点と





































































図 4 何者かの気配を察知するスティーヴ 
 




































図 6 鏡に映るジャッコ 
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“Robert Fleicher” と姓名ともに書き誤っている。 
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13 William Lawrence McGinney, “The Sounds of the Dystopian Future: Music for Science Fiction Films 
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境に関するだけでなく、失われた白人男性の「社会的な力や特権へのノスタルジア」をこのシーンに見
出す論文も存在している。Michelle Yates, “Saving Eden: Whiteness, Masculinity, and Environmental 
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非を問う論文も存在している。Matthew Burstein, “The Thanatoria of Soylent Green: On 
Reconciling the Good Life with the Good Death,” in Bioethics at the Movies, ed. Sandra Shapshay 





1. イメージのない世界          
 










































































































24 E. Ann Kaplan, Climate Trauma: Foreseeing the Future in Dystopian Film and Fiction (New 

















2. 「ホーム」のスクリーン      
 















り、「ホーム」で流れるクラシック音楽と対比的に提示されている。McGinney, “The Sounds of the 































ツ・シアター[Balaban and Katz theatre]」のような建物であると書かれている。映画館のアナロジ
ーが想定されていたことがわかるが、フィルム上ではそのような外観は示されず、イメージとの遭遇
の唐突さが強調されている。Stanley R. Greenberg, “Soylent Green,” 10 August 1972, script, Box 
















を前にして “I love you” と言い合うふたりの表情が、より複雑な感情の高まりを見せる
ことになるのは、この後に死が待ち受けていることをふたりが知っているからだ30。 
 



























る。Arthur Murphy, “Film Reviews,” Weekly Variety, April 18, 1973, 22. 




に、彼の言葉にできない現実[his unspoken reality]へと私を引き上げながら」Fleischer, Just Tell 










































3. 映画的身体の生命        
 








































し始める。 “Sol…, Can you hear me?” というソーンの問いかけに対して、 “Thorn?” と
返答するソルの声はスピーカー越しの響きを持っている。 “Yes.”と返すソーンのバストシ














3.2  映像と音の分裂 
 直後のショットで、ソーンのクロースアップに重ねられたソルの声 “You’ve got to 
prove it, Thorn…. Go to the exchange…. Please, Thorn.” はマイクを介した響きを持っ
ており、息も絶え絶えになっているが、言葉が聞き取れる。つづくソルのスーパー・クロ



















示した 2小節に対応している[図 1]42。この箇所は、第 1ヴァイオリンが Dから C#に移行
して属和音（ヴィオラの奏でる第 7音 Eを加えた属七の和音）が鳴り響き、そこからロ短
調の主和音に移行して終結するというオーソドックスな和音進行（全終止）である。注意
















42 一般的に広く流通している以下の楽譜を使用した。図の引用も以下に拠る。Edward Grieg, Peer 







との関係であり、フィルムにおけるこの音の意味作用である。Fred Myrow and Jerry Fielding, 
Soylent Green/The Demon Seed: Original Motion Picture Soundtracks, FSM vol.6, no.8, Compact 
Disc, Track 9. 





































じている。Chion, La voix au cinéma, 38. 
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50 ドゥルーズ『シネマ２』、299-301。(Deleuze, L’Image-temps, 281-283.)  
51 ドゥルーズが『シネマ』の2冊において対象としているのが「偉大な映画作家たち」の「思考」であ
るという点に関しては、以下を参照。中村秀之「映画の全体と無限——ドゥルーズ『シネマ』とリュ
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る。 荻昌弘「新作洋画劇場 マンディンゴ」『シナリオ』31巻 10号(1975): 66. 







ーヴィー』誌上に掲載された。Andrew Britton, “Mandingo,” Movie, no. 22 (1976): 1-22. なお、この
テクストはブリットンの死後まとめられた映画論集に収録されている。以下、引用はこの論集に拠る。
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University Press, 2009), 257. 
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とえば『風と共に散る』(Written on the Wind, 1956)や『天の許し給うものすべて』(All That Heaven 
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271. このウッドの指摘は、「恐怖の館[appalling mansion]」の文学的主題との関連を指摘したブリッ
トンの論点を引き継いでいるように思われる。ブリットンは、ジェームズ・フェニモア・クーパーの
『開拓者たち』(The Pioneers: or The Sources of the Susquehanna, 1823)や、エドガー・アラン・ポ


































れるハムの子孫を示唆していると指摘している。Britton, “Mandingo,” 259. 
31 いとこのチャールズが性行為の際に黒人女性をベルトで鞭打つ様子や、メムに対する残酷な仕置き、
鍛錬のためにミードが熱湯風呂に浸かる光景に対して、ハモンドは目を背ける。その身振りはしばし
ば “Damn.” という口癖をともなう。 
32 ウッドは「文字通り奴隷たちの次の世代に足を踏み入れる全能の支配者」と述べている。Wood, Sexual 

































る農場であることがより強調されることになった。Cameron and Pye, “Richard Fleischer on 




































37 ダイアーは、ノーマン・ジュイソン監督『夜の大捜査線』(In the Heat of the Night, 1967)、フィリップ・
カウフマン監督『ライジング・サン』(Rising Sun, 1993)、ロブ・ライナー監督『ア・フュー・グッド・メ
ン』(A Few Good Men, 1992)において白人と黒人が同一フレーム内に映されるショットの照明を分析し、
反射率の違いによって明るい肌の俳優が特権的に強調されていることを示した。Dyer, White, 99-103. 
38 Kris Malkiewicz, Film Lighting: Talks with Hollywood's Cinematographers and Gaffers (New York: 
Prentice Hall Press, 1986), 140-141. なお、この書物にはリチャード・H・クラインへの興味深いイ
ンタビューも含まれているが、この問題に関するクラインの発言は掲載されていない。 
39 Cameron and Pye, “Richard Fleischer on Mandingo,” 29.  
40 ダイアーは、ディッカーソンが黒人俳優を撮影する際にとった様々な工夫を紹介している。たとえば、より
温かいライトを使う、タングステン・ライトを下げる、銀ではなく金色の反射板を使う、露出を黒人に合わ






















































































2. 薄明かりと斜陽   
 












































うに言われたら…、そう頼まれたら、見てもいいんだ[If you told to do it…, if you ask to 











更はあるが、フィルムの台詞は概ね脚本に沿ったものだ。Norman Wexler, “Mandingo,” 3 August 1974, 






にいなくてもいい[You don’t like me, you don’t have to stay.]」と伝えると、左目からも


























48 Britton, “Mandingo,” 263-264. 
49 Williams, “Skin Flicks on the Racial Border,” 293. 
































Wood, Sexual Politics and Narrative Film, 277. 



































っていることがこうした瞬間に露呈するということを示唆している。Wood, Sexual Politics and 
Narrative Film, 278. なお、別テイクが収録されている日本版 DVDでは、この絶妙なためらいの間を
見ることができない。 



























方で光が設計されている。ブランチの寝室には、壁の 2面に大きな窓が 2つずつ、計 4つ
 
54 Wood, Sexual Politics and Narrative Film, 277. 
55 前述のケイティが強いられた演技に加え、主人に調子を合わせて奴隷には魂がないと嘯くメムや、ミ














望がやや露骨に示唆される。「あなたは触れてくれない[you ain’t touch me]」などと語り
ながら彼女は夫に歩み寄り、相手の頭を撫で回したのち、抱きしめる。このとき、ローキ
ーの照明が当てられたブランチの身体のうえにはコントラストの強い陰影がかかっている。





























3. 光と暴力    
 



















58 ウッドは「2 つの最も洗練され、表情豊かな移動ショット[two most elaborate and expressive tracking 
shots]」として、このシーンの 2つの移動ショットを称賛している。すなわち、奴隷たちの行列をとら
えた長回しショットと、2 階のバルコニーからブランチがハモンドたちを見下ろすショットである。





Politics and Narrative Film, 281. 


























いと思ったことはある？ [Ain't you ever craved a white lady before?]」と尋ね、そっと唇
を重ねる。そのとき、左手の親指が微かに顫えていることが、彼女自身の顔に落ちた影の
 















































































68 Shimizu, “Master-Slave Sex Acts,” 50. 




























































てきた[I always respect you]」と言った途端、ハモンドの放った弾がミードの右胸に命中
する。地面に倒れ、傷口を手で押さえながら相手に目を向けるミードと、銃を構えたまま
間合いをはかるハモンドが示される。あなたは物の分かった人だと思っていた、だが「あ













したウォーレンは「頭のおかしいニガーめ、銃を捨てろ、狂った黒人野郎[You crazy nigger! 






























































 ところで、2020年 5月 25日に黒人男性ジョージ・フロイドが白人警察官デレク・ショ
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2 木下耕介「劇映画における「語り手」の修辞について」『映像学』第 67号(2001): 74。 
3 シーモア・チャトマン『小説と映画の修辞学』田中秀人訳 (水声社、1998)、207-228。 




































受動性の内に生じる。Shaviro, The Cinematic Body, 32-54. 
8 〈ニュー・ハリウッド〉的な「パッション[passion]」の身体性から、「加速[acceleration]」によって特
徴づけられる 80 年代的な身体性への移行に関しては以下を参照。ただし、やや単純化した構図に基づ
く議論である。Rikke Schubart, “Passion and Acceleration: Generic Change in the Action Film,” in 




































観点から」日本映像学会第 45回大会、山形大学、2019年 6月 2日。 






会第 43回大会、神戸大学、2017年 6月 4日。 
早川由真「白の存在̶̶リチャード・フライシャー『絞殺魔』におけるカーティス／デサ







年度第２回（通算第 17回）映像テクスト分析研究会、早稲田大学、2018年 1月 20日。 
早川由真「声になるまえに̶̶リチャード・フライシャー『10番街の殺人』における呼吸
音と身体」『立教映像身体学研究』第７号 (2019): 1-18。 









概念の再考に向けて」日本映像学会第 44回大会、東京工芸大学、2018年 5月 26日。 
早川由真「顔のない殺人者̶̶リチャード・フライシャー『見えない恐怖』における〈盲





年 11月 23日。 
























1.  This Is America (1943) ※短編ドキュメンタリーのシリーズ 
2.  Flicker Flashbacks (1943) ※短編のシリーズ 
3.  Memo for Joe (1944) ※短編ドキュメンタリー 
4.  Child of Divorce (1946) 
5.  Banjo (1947) 
6.  Design for Death (1947) 
7.  『ボディガード』(Bodyguard, 1948) 
8.  『ニューヨーク大騒動』(So This Is New York, 1948) 
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32. 『ゲバラ！』(Che!, 1969) 
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34. 『10番街の殺人』(10 Rillington Place, 1971) 
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50. 『レッドソニア』(Red Sonja, 1985) 
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